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22)診断 をこ雷癒した籍干腰痛の1例
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症例はlT才̀墨性.既 j生乳 家族冊に特記鄭重左し.199二号

年6月より腹部膨満感,倦怠感出現き持続し8月Y病院

受診.肝感光,軽度 の肝磯能異常を認められÅ院.Å院

時GOT3O(二;l'Tl)(I7･-{l,Tl)116ン:ー1Vrlボ.･lW札110.3川)

を認めた｡糖蜜の ため温田月当院をこ転 院 . M R を行うも

診断トと十.蟻陸 錆 て い亡肝 表 面 は 全 体 に 暗 赤 色 調 Sf皇 し .

暗蘭 亀 の 不 整 な か 斑 状 愛 飛 :を び 慢 性 に 認 め た . 肝 組 織 で

は小薬 中 心 性 の 広 汎 な 肝 細 胞 の 壊 死 脱 落 , 赤 戯 球 の 著 明

な藤根を 認 め た 中 藤 静 が え ら れ ず , 肝 吸 虫 症 を 擬 も､駆 虫

薬を授与し 好 酸 球 の 軽 度 改 善 傾 向 を 認 め た が , 髄 鞘 検 査

"b著麿みら れ ず 平 12月 血 管 造 影 を 施 行 し 門 脈 競 技 末 櫓 の

po(-1inhlを一工 i:れ 静 晩 造 単行 二て 肝 部 上 人 静 脈 ハ m Llltil-)tLI

webをこよる狭窄 , 右 肝 静 脈 の 完 全 閉 塞 を 確 認 し 審 症 と

診断しえプ∴ rt-ナtl10SPeCti＼rt-I (rJは (~Vl'. M Iく て I甘 ｢静 脈

が描出きれない点で審症 を 疑 う べ き で あ り , 興 味 あ る i

例と思われ報告した.

2損 多彩な臨床病状 を望 した悪性 リンパ腫 の 1

例
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多彩な臨床症状を望 し,死の転帰をとった悪性 リンパ

挿し~T)1例を経験 した｡り-~こ-報告 した.

症例は53才男髄で,全身倦怠感,発熱を主訴とし来院

した.

llTt液生化学的検査で炎症所札 肝障書を. してS､(､′r

をこて著名な肝碑涯を認めた丘

確定診断をこ至 らぬ蜜ま対症療法を行ったが,DIC を

合併 し広汎な肺胞出血を来 し死亡 した.

死後採取 した肝組織に悪性 リンパ細胞を認め,肝浸潤

を伴った浄原発悪性 T)ソバ腰と診断 した.
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症例は42歳男性.1993年9月検診で肝腰轟を指摘さ

轟マ-カー等をこ異常を認めなかった.腹部エニ1-で肝57
をこha旦Oと均一低エコ-値を示す直径3cmの臆癌が
指摘された.血管造影では直径3cm,且cmの漉染像
を認め山部をこリビオト-ルの取り込みもありHCCを

否定できなかった中エコ-下肝生検を試みたが確認でき
十.MlくlL')Tl強調て低で【i~片-等倍号.Tご強調て高
信 号,dymamieM民主では後期麿で残存する濃染像が毒
∴ ′卜上.＼IRl所見か/工E血管腫;}jjli疑:転,畑>=;!上しvl'､血

管 造影やエコー,肝生検より慈捜腰痛を否麗し切れず平
岡 尊皇2月肝切除術施行.病理学的には海綿状励管塵であっ
た . 術前の診断に苦慮した肝腰痛の旦例を経験したので
報 苦し-!∴

諾3)巨太肝平滑筋肉腫の1例
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(新潟東学第三内科)
媒Ⅲ ･博し同 第 ･外科1

(同 第一一病理)

# (
新潟労貌病
消化器内科

武昭腰 麻 渡橋慕園病院消化器∋

症例は27歳女性,主訴は上腹部腫癒.平成 5年 7月よ

り前記主訴が出現 し,某病院をこて検索を行うも質的診断

が困難な為,10月 1日当科紹介入院となった.各種の画

像所見からき下衆静脈浸潤を宥する,肝原発非上皮性悪

捜施療 を疑 った.H月22日倍楽園病院にて下大静脈合併

拡充肝右車切除術 を施行 したがき52,3境界部に転移

巣を認軌 術中エタノ-ル注入療法を施行 した.術後50

日目よ り転移厳に対し号超音波下薬物性Å療法を施行 し

奏功 した.肝平滑筋肉腫は完全切除が予後改善の必須条

件であるが,本症例は積極的な外科治療と超音波下薬物

注丸療法が薯効 した濠重な症例と考え報告 した.


